
●
は
じ
め
に

現
在
の
ブ
ラ
ジ
ル
の
首
都
ブ
ラ
ジ
リ
ア
は
、
一

九
六
○
年
に
当
時
の
首
都
で
あ
っ
た
リ
オ
デ
ジ
ャ

ネ
イ
ロ
（
以
下
、
リ
オ
）
か
ら
遷
都
さ
れ
、
新
首

都
と
し
て
今
年
で
四
七
年
の
歴
史
を
数
え
る
。
近

年
は
大
豆
な
ど
の
ア
グ
リ
ビ
ジ
ネ
ス
を
は
じ
め
と

す
る
内
陸
部
の
開
発
が
進
み
、
同
地
域
の
人
口
も

増
加
傾
向
に
あ
る
が
、
ブ
ラ
ジ
ル
は
一
五
○
○
年

の
「
発
見
」
以
来
、
沿
岸
部
の
植
民
お
よ
び
開
発

の
先
行
と
同
地
域
へ
の
人
口
集
中
と
い
う
地
理
的

に
偏
っ
た
発
展
の
歴
史
を
持
つ
国
で
あ
る
。
日
本

の
約
二
三
倍
と
い
う
広
大
な
国
土
の
中
心
部
に
遷

都
さ
れ
た
ブ
ラ
ジ
リ
ア
は
、
ブ
ラ
ジ
ル
に
と
っ
て

長
年
の
課
題
で
あ
る
内
陸
部
の
「
フ
ロ
ン
テ
ィ

ア
」
開
発
の
推
進
や
地
域
間
格
差
の
是
正
を
目
指

す
と
と
も
に
、
統
合
さ
れ
た
近
代
的
な
国
家
を
象

徴
す
る
存
在
と
し
て
、
人
工
的
か
つ
計
画
的
に
建

設
さ
れ
た
都
市
で
あ
る
。

本
稿
で
は
、
ブ
ラ
ジ
ル
の
国
家
開
発
と
深
く
結

び
つ
い
た
ブ
ラ
ジ
リ
ア
の
歴
史
を
概
観
し
、
世
界

の
中
で
も
格
差
が
激
し
い
国
ブ
ラ
ジ
ル
の
首
都
と

し
て
、
現
在
、
ブ
ラ
ジ
リ
ア
が
抱
え
て
い
る
問
題

を
い
く
つ
か
紹
介
す
る
。
な
お
、
本
稿
の
本
文
中

で
、
機
能
的
空
間
的
な
都
市
と
し
て
の
ブ
ラ
ジ
リ

ア
に
言
及
す
る
場
合
に
は
「
ブ
ラ
ジ
リ
ア
」、
行

政
区
と
し
て
の
ブ
ラ
ジ
リ
ア
連
邦
区
を
強
調
ま
た

は
言
及
す
る
場
合
に
は
「
連
邦
区
」
と
表
記
す
る
。

●
ブ
ラ
ジ
リ
ア
の
歴
史

ブ
ラ
ジ
ル
に
お
け
る
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
開
発
を
目

的
と
し
た
内
陸
部
へ
の
遷
都
の
構
想
は
、
植
民
地

時
代
の
一
八
世
紀
か
ら
既
に
存
在
し
て
い
た
。
そ

し
て
、
新
首
都
建
設
の
構
想
は
一
八
九
一
年
の
憲

法
で
初
め
て
明
文
化
さ
れ
、
実
際
に
首
都
移
転
の

た
め
の
調
査
も
行
わ
れ
た
。
し
か
し
、
一
九
世
紀

末
に
よ
う
や
く
奴
隷
制
廃
止
と
共
和
制
移
行
を
達

成
し
た
当
時
の
ブ
ラ
ジ
ル
は
、
依
然
と
し
て
植
民

地
遺
制
が
色
濃
く
残
り
、
近
代
化
を
推
し
進
め
た

大
量
の
外
国
移
民
導
入
か
ら
さ
ほ
ど
時
間
が
経
っ

て
い
な
か
っ
た
こ
と
も
あ
り
、
二
○
世
紀
半
ば
頃

ま
で
は
新
首
都
建
設
を
具
体
化
で
き
る
ほ
ど
、
近

代
国
家
と
し
て
社
会
的
政
治
的
に
統
合
さ
れ
て
は

い
な
か
っ
た
。

新
首
都
建
設
の
計
画
は
、「
五
○
年
の
発
展
を

五
年
で
」
と
い
う
ス
ロ
ー
ガ
ン
を
掲
げ
、
国
家
開

発
主
義
を
強
力
に
進
め
た
ク
ビ
シ
ェ
ッ
キ
大
統
領

（
一
九
五
六
〜
一
九
六
一
年
）
に
よ
っ
て
実
行
に

移
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
ク
ビ
シ
ェ
ッ
キ
大
統
領

は
、
新
首
都
の
移
転
場
所
お
よ
び
ブ
ラ
ジ
リ
ア
と

い
う
名
称
を
正
式
に
決
定
す
る
と
と
も
に
、
新
首

都
建
設
の
た
め
の
公
社
を
設
立
し
、
一
九
五
六
年

に
ブ
ラ
ジ
リ
ア
建
設
を
開
始
し
た
。
そ
し
て
、
わ

ず
か
四
年
後
の
一
九
六
○
年
四
月
二
一
日
、
つ
い

に
リ
オ
か
ら
ブ
ラ
ジ
リ
ア
へ
の
遷
都
が
実
現
し
た

の
で
あ
る
。

連
邦
区
の
面
積
は
五
七
八
九
・
一
六
平
方
キ
ロ

で
、
東
京
都
の
面
積
二
一
○
二
・
七
二
平
方
キ
ロ

の
約
二
・
七
五
倍
に
あ
た
る
。
所
在
地
は
ブ
ラ
ジ

ル
南
部
に
広
が
る
ブ
ラ
ジ
ル
高
原
と
呼
ば
れ
る
高

原
の
、
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
川
な
ど
の
三
つ
の
主

要
河
川
の
分
水
界
付
近
に
位
置
し
て
い
る
。
ブ
ラ

ジ
リ
ア
は
、
サ
バ
ン
ナ
気
候
に
属
す
る
ブ
ラ
ジ
ル

高
原
の
海
抜
一
一
七
二
メ
ー
ト
ル
と
い
う
比
較
的

高
い
と
こ
ろ
に
位
置
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
非
常

に
乾
燥
し
て
い
る
と
と
も
に
年
間
の
平
均
気
温
は

二
○
・
五
度
と
さ
ほ
ど
高
く
は
な
い
。
前
首
都
の

リ
オ
が
亜
熱
帯
気
候
に
属
し
、
山
脈
が
海
岸
線
ま

で
迫
り
平
坦
な
土
地
の
少
な
い
場
所
で
あ
っ
た
こ

と
か
ら
、
こ
の
よ
う
な
ブ
ラ
ジ
リ
ア
の
冷
涼
な
気

候
と
高
原
と
い
う
地
勢
的
な
条
件
も
移
転
場
所
決

定
の
際
に
考
慮
さ
れ
た
点
だ
と
さ
れ
て
い
る
。

開
発
と
格
差
を
象
徴
す
る
近
代
的
首
都
ブ
ラ
ジ
リ
ア

特集／途上国の首都機能移転
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ブ
ラ
ジ
リ
ア
の
都
市
計
画
は
、
世
界
的
に
有
名

な
建
築
家
で
あ
る
ル
シ
オ
・
コ
ス
タ
、
主
要
な
建

築
物
は
オ
ス
カ
ー
・
ニ
ー
マ
イ
ヤ
ー
に
よ
っ
て
手

が
け
ら
れ
た
。
都
市
と
し
て
の
ブ
ラ
ジ
リ
ア
は
飛

行
機
の
形
を
模
し
て
設
計
さ
れ
て
お
り
、
先
頭
の

操
縦
室
に
当
た
る
部
分
に
大
統
領
府
や
国
会
議
事

堂
、
両
翼
ま
で
の
胴
体
部
分
に
当
た
る
場
所
に
は

各
省
庁
、
中
心
部
分
付
近
に
は
ホ
テ
ル
や
商
業
施

設
お
よ
び
政
府
機
関
や
大
使
館
、
両
翼
の
部
分
に

は
政
治
家
や
政
府
機
関
職
員
の
た
め
の
住
宅
、
そ

し
て
、
後
尾
部
に
は
バ
ス
と
鉄
道
の
タ
ー
ミ
ナ
ル

が
建
設
さ
れ
た
。
ま
た
、
自
然
と
の
調
和
や
景
観

を
考
慮
し
、
飛
行
機
状
の
市
街
地
の
前
方
を
覆
う

よ
う
に
人
工
湖
が
造
ら
れ
、
そ
の
周
辺
は
主
に
富

裕
層
の
居
住
地
区
と
な
っ
て
い
る
（
図
１
）。な
お
、

そ
の
独
創
的
な
都
市
計
画
や
建
築
物
が
評
価
さ
れ
、

一
九
八
七
年
に
ブ
ラ
ジ
リ
ア
は
ユ
ネ
ス
コ
の
世
界

遺
産
に
登
録
さ
れ
て
い
る
。

ま
た
、
ブ
ラ
ジ
リ
ア
は
建
設
当
時
の
近
代
性
の

象
徴
的
存
在
で
も
あ
っ
た
自
動
車
を
中
心
に
、
都

市
が
設
計
さ
れ
て
い
る
の
も
特
徴
の
一
つ
で
あ
る
。

し
か
し
、
市
内
の
道
路
は
車
線
数
が
多
く
路
幅
が

広
い
だ
け
で
な
く
、
で
き
る
だ
け
信
号
を
必
要
と

し
な
い
よ
う
立
体
交
差
や
ロ
ー
タ
リ
ー
方
式
に
よ

り
築
設
さ
れ
て
い
る
た
め
、
徒
歩
で
の
移
動
は
非

常
に
困
難
で
あ
る
。
ま
た
、
市
内
バ
ス
の
整
備
が

進
む
一
方
、
二
○
○
一
年
に
は
よ
う
や
く
地
下
鉄

も
開
業
し
た
が
、
現
在
は
中
心
部
と
近
郊
を
結
ぶ

二
本
の
路
線
が
運
行
し
て
い
る
の
み
で
、
広
大
な

土
地
に
建
物
が
点
在
す
る
ブ
ラ
ジ
リ
ア
で
の
移
動

に
は
不
便
で
あ
り
、
依
然
と
し
て
自
動
車
や
タ
ク

シ
ー
が
市
内
の
主
要
な
交
通
手
段
と
な
っ
て
い
る
。

現
在
の
連
邦
区
の
人
口
は
、
ブ
ラ
ジ
ル
全
体
の

人
口
約
一
億
八
四
三
九
万
人
に
対
し
て
約
二
三
四

万
人
で
（
二
○
○
五
年
全
国
家
計
調
査
）、
大
都

市
圏
と
し
て
み
た
場
合
、
人
口
二
○
○
万
人
以
上

の
国
内
一
○
大
都
市
圏
の
中
で
ブ
ラ
ジ
リ
ア
の
人

口
は
七
番
目
の
規
模
に
達
し
て
い
る
（
表
１
）。

ま
た
、
一
九
六
○
年
の
遷
都
以
降
、
連
邦
区
の
人

口
増
加
倍
率
は
ブ
ラ
ジ
ル
全
体
の
そ
れ
を
上
回
っ

て
お
り
（
表
２
）、
ブ
ラ
ジ
リ
ア
の
人
口
は
当
初

の
計
画
で
あ
っ
た
五
○
万
人
を
大
幅
に
超
過
し
て

拡
大
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。

し
か
し
、
近
代
的
国
家
や
開
発
主
義
の
象
徴
と

し
て
、
計
画
か
ら
実
際
の
遷
都
ま
で
が
短
期
間
で

行
わ
れ
た
こ
と
も
あ
り
、
ブ
ラ
ジ
リ
ア
は
イ
ン
フ

ラ
が
完
備
し
て
首
都
と
し
て
十
分
に
機
能
す
る
ま

で
に
約
一
○
年
も
の
時
間
を
要
し
た
。
首
都
移
転

後
も
政
治
家
や
政
府
機
関
の
職
員
の
多
く
は
、
平

日
を
ブ
ラ
ジ
リ
ア
で
勤
務
し
週
末
は
自
宅
の
あ
る

リ
オ
に
戻
る
と
い
う
生
活
を
長
く
送
り
、
航
空
網

が
今
日
ほ
ど
整
備
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
当
時
の
経

済
的
物
理
的
な
負
担
は
か
な
り
大
き
か
っ
た
と
い

え
よ
う
。
さ
ら
に
、
ブ
ラ
ジ
リ
ア
建
設
の
た
め
に

中
央
政
府
は
莫
大
な
財
政
支
出
を
強
い
ら
れ
た
こ

と
か
ら
、
遷
都
後
の
財
政
圧
迫
と
経
済
停
滞
を
誘

引
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
そ
し
て
、
こ
れ
ら
に
対

す
る
軍
部
の
不
満
が
鬱
積
し
、
一
九
六
四
年
の
軍

事
政
権
成
立
の
一
要
因
に
な
っ
た
と
さ
れ
る
。
な

お
、
遷
都
後
す
ぐ
に
ブ
ラ
ジ
ル
が
軍
事
政
権
に
な

っ
た
こ
と
も
あ
り
、
連
邦
区
の
知
事
や
下
院
議
員

な
ど
は
大
統
領
に
よ
っ
て
任
命
さ
れ
て
い
た
が
、

一
九
八
八
年
の
新
憲
法
公
布
に
よ
り
、
直
接
選
挙

に
よ
っ
て
選
出
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

●
衛
星
都
市
と
の
格
差
問
題

ブ
ラ
ジ
リ
ア
は
、
計
画
お
よ
び
建
設
時
に
近
代

的
国
家
や
開
発
主
義
の
象
徴
性
を
優
先
し
た
こ
と

な
ど
か
ら
、
実
際
の
利
便
性
や
財
政
面
で
問
題
が

生
じ
た
と
い
え
る
。
し
か
し
こ
の
ほ
か
に
も
、
ブ

ラ
ジ
リ
ア
が
直
面
し
て
い
る
問
題
と
し
て
、
中
心

地
区
と
周
辺
に
形
成
さ
れ
た
「
衛
星
都
市
」
の
間

の
格
差
問
題
を
挙
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。

一
九
五
六
年
に
開
始
さ
れ
た
ブ
ラ
ジ
リ
ア
の
建

設
の
た
め
、
国
内
各
地
、
特
に
ブ
ラ
ジ
ル
で
も
社

会
的
経
済
的
に
よ
り
貧
困
な
地
域
で
あ
る
北
東
部

人工湖

ブラジリア

図 1　ブラジリア中心部の地図

（出所）ブラジリア連邦区政府ホームページ。
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た
り
の
平
均
月
額
賃
金
に
関
し
て
、
同
じ
連
邦
区

内
で
も
最
も
高
い
地
区
と
低
い
地
区
で
は
約
一
三

倍
も
の
格
差
が
存
在
す
る
（
参
考
文
献
①
、
九
一

ペ
ー
ジ
、
②
、
一
一
四
ペ
ー
ジ
）。
ま
た
、
衛
星

都
市
で
は
不
法
土
地
占
拠
を
起
源
と
す
る
「
フ
ァ

ヴ
ェ
ー
ラ
」
と
呼
ば
れ
る
ス
ラ
ム
街
が
形
成
さ
れ

る
場
合
が
多
く
、
一
九
九
一
年
の
人
口
セ
ン
サ
ス

を
も
と
に
し
た
調
査
に
よ
る
と
、
連
邦
区
の
人
口

の
一
％
以
上
に
あ
た
る
四
○
○
○
世
帯
強
が
、
粗

野
な
家
屋
や
劣
悪
な
居
住
環
境
で
の
生
活
を
強
い

ら
れ
て
い
た
と
さ
れ
る
（
参
考
文
献
③
、p.54

）。

さ
ら
に
、
一
九
九
六
年
に
行
わ
れ
た
不
法
占
拠
に

関
す
る
調
査
で
は
、
連
邦
区
内
の
都
市
部
や
そ
の

周
辺
部
に
お
け
る
低
所
得
者
層
の
不
法
占
拠
者
数

は
、
一
万
九
○
○
○
人
に
も
上
っ
て
い
る
（
参
考

文
献
③
、p.114

）。

●
国
民
か
ら
の
乖
離

ま
た
、
ブ
ラ
ジ
リ
ア
が
「
陸
の
孤
島
」
で
あ
る

が
故
に
、
そ
こ
で
勤
務
お
よ
び
居
住
す
る
政
治
家

や
役
人
な
ど
の
常
識
が
、
一
般
国
民
の
そ
れ
か
ら

大
き
く
乖
離
し
て
し
ま
う
危
険
性
も
問
題
と
し
て

指
摘
す
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。
こ
の
こ
と
は
、
二

○
○
六
年
末
に
発
生
し
た
以
下
の
事
件
に
端
的
に

現
れ
て
い
る
と
い
え
る
。

二
○
○
六
年
一
二
月
、
国
会
議
員
の
給
与
を
一

万
二
八
四
七
・
二
○
レ
ア
ル
（
当
時
、
一
ド
ル
＝

約
二
レ
ア
ル
強
）
か
ら
そ
の
約
倍
と
な
る
九
○
・

七
％
増
の
二
万
四
五
○
○
レ
ア
ル
に
す
る
案
が
、

上
下
院
議
員
執
行
部
に
よ
り
決
定
さ
れ
た
。
し
か

し
な
が
ら
、
こ
の
給
与
ベ
ア
が
イ
ン
フ
レ
調
整
分

か
ら
、「
カ
ン
ダ
ン
ゴ
」
と
呼
ば
れ
る
多
く
の
建

設
労
働
者
が
集
め
ら
れ
た
。
当
時
の
政
府
が
、
ブ

ラ
ジ
リ
ア
完
成
後
カ
ン
ダ
ン
ゴ
は
出
身
地
へ
帰
郷

す
る
よ
う
想
定
し
て
い
た
こ
と
も
あ
り
、
彼
ら
の

大
半
は
独
身
男
性
で
、
政
府
が
用
意
し
た
労
働
者

村
に
集
住
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
し
か
し
、
政
府

の
意
図
に
反
し
、
ブ
ラ
ジ
リ
ア
完
成
後
も
出
身
地

域
へ
は
戻
ら
ず
、
そ
の
ま
ま
定
住
す
る
者
が
多
く

出
た
。
そ
し
て
、
ブ
ラ
ジ
リ
ア
完
成
と
と
も
に
労

働
者
村
は
閉
鎖
さ
れ
た
た
め
、
彼
ら
は
ブ
ラ
ジ
リ

ア
周
辺
に
生
活
イ
ン
フ
ラ
が
整
備
さ
れ
て
い
な
い

集
落
を
無
秩
序
的
に
形
成
す
る
よ
う
に
な
り
、
こ

れ
ら
が
現
在
「
衛
星
都
市
」
と
呼
ば
れ
る
ブ
ラ
ジ

リ
ア
近
郊
の
都
市
の
起
源
に
な
っ
た
。

衛
星
都
市
の
居

住
者
の
多
く
は
、

ブ
ラ
ジ
リ
ア
の
建

設
終
了
と
と
も
に

安
定
し
た
収
入
源

を
失
う
一
方
、
急

速
に
拡
大
し
て
い

た
ブ
ラ
ジ
リ
ア
へ

就
業
機
会
を
求
め

て
大
量
の
人
口
が

流
入
し
た
た
め
、

現
在
で
も
こ
れ
ら

衛
星
都
市
に
お
け

る
生
活
状
況
の
改

善
は
あ
ま
り
見
ら

れ
て
い
な
い
。
例

え
ば
、
一
世
帯
当

大都市圏 人口（人）

サンパウロ 17,878,703

リオデジャネイロ 10,894,156

ベロオリゾンテ 4,819,288

ポルトアレグレ 3,658,376

レシーフェ 3,337,565

サルバドール 3,021,572

フォルタレーザ 2,984,689

ブラジリア＊ 2,952,276

クリチーバ 2,726,566

カンピーナス 2,338,148

表 1　人口 200 万人以上の大都市圏の人口（2000 年）

（出所）2000 年人口センサス（IBGE）をもとに筆者作成。
（注）＊ブラジリア連邦区にゴイアス州とミナスジェライス州の一部を加えた
「連邦区および周辺開発統合地域」（RIDE）。

項目 ブラジル全体 ブラジリア連邦区

人
口

1960 年 70,992,343 倍率 141,742 倍率

1970 年 93,134,846 1.31 537,492 3.79

1980 年 119,011,052 1.28 1,176,908 2.19

1991 年 146,825,475 1.23 1,601,094 1.36

2000 年 169,590,693 1.16 2,043,169 1.28

平
均
月
額
所
得

最低賃金≦ 1 25.0 14.7

1 < 最低賃金≦ 3 26.7 24.6

3 < 最低賃金≦ 5 6.9 8.3

5 < 最低賃金≦ 10 4.5 9.9

10 < 最低賃金≦ 20 1.7 5.8

最低賃金 > 20 0.7 2.7

所得なし･無回答 34.6 34.1

就
学
年
数

1 年～ 3年 24.9 13.4

4 年～ 6年 25.8 19.5

7 年～ 9年 18.1 19.5

10 年～ 12年 22.8 29.7

13 年以上 8.0 17.1

不明・無回答 0.5 0.9

表 2　ブラジリア連邦区とブラジル全体の比較

（出所）人口は人口センサス（IBGE）、月額所得と就学年数は全国家計調査（IBGE）
をもとに筆者作成。

（注）平均月額所得と就学年数は 2005 年の年齢 10歳以上の者の数値（%）。
平均月額所得の「所得なし」は、福祉費など何らかの賃金以外の収入があった者を
含む。
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等
を
は
る
か
に
超
え
る
額
で
あ
っ
た
た
め
、「
ス

ー
パ
ー
・
サ
ラ
リ
ー
」
と
呼
ば
れ
、
国
民
や
マ
ス

コ
ミ
だ
け
で
な
く
カ
ト
リ
ッ
ク
教
会
な
ど
か
ら
の

強
い
批
判
や
反
発
を
招
く
こ
と
と
な
っ
た
。
結
局
、

本
来
は
上
下
両
院
の
本
会
議
に
よ
る
採
決
で
決
定

さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
国
会
議
員
の
給
与
額
を
、

執
行
部
が
単
独
で
増
額
し
よ
う
と
し
た
こ
と
に
対

し
、
最
高
裁
判
所
が
最
終
的
に
違
憲
判
断
を
下
し

た
た
め
、
ス
ー
パ
ー
・
サ
ラ
リ
ー
案
は
実
現
せ
ず

に
お
蔵
入
り
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。

国
会
議
員
に
は
上
記
金
額
の
毎
月
の
給
与
の
ほ

か
に
、
事
務
所
運
営
経
費
五
万
八
一
五
・
六
三
レ

ア
ル
、
補
償
経
費
一
万
五
○
○
○
レ
ア
ル
、
住
宅

補
助
費
三
○
○
○
レ
ア
ル
（
金
額
は
全
て
二
○
○

六
年
当
時
）
が
毎
月
支
給
さ
れ
る
だ
け
で
な
く
、

年
に
一
度
ボ
ー
ナ
ス
と
し
て
一
カ
月
分
の
給
与
、

費
用
補
助
と
し
て
二
カ
月
分
の
給
与
、
ブ
ラ
ジ
リ

ア
と
出
身
地
間
の
航
空
券
代
、
自
家
用
車
と
ガ
ソ

リ
ン
代
（
上
院
議
員
の
場
合
は
運
転
手
付
き
）
な

ど
が
支
給
さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
、
国
会
議
員
の

給
与
額
が
引
き
上
げ
ら
れ
た
場
合
、
こ
れ
ら
諸
手

当
の
金
額
も
連
動
し
て
引
き
上
げ
ら
れ
る
だ
け
で

な
く
、
地
方
議
員
の
給
与
お
よ
び
諸
手
当
の
ベ
ア

に
も
大
き
な
影
響
を
与
え
る
こ
と
に
な
る
。

こ
の
国
会
議
員
に
よ
る
ス
ー
パ
ー
・
サ
ラ
リ
ー

の
企
て
は
、
国
民
の
強
い
反
発
と
最
高
裁
の
判
断

に
よ
り
水
泡
に
帰
す
こ
と
に
な
っ
た
が
、
依
然
と

し
て
一
○
歳
以
上
の
国
民
の
五
八
・
八
％
が
最
低

賃
金
（
二
○
○
六
年
一
二
月
当
時
三
五
○
レ
ア

ル
）
以
下
で
生
活
し
て
い
る
ブ
ラ
ジ
ル
の
現
実

（
Ｉ
Ｂ
Ｇ
Ｅ
、
二
○
○
五
年
全
国
家
計
調
査
）
か

ら
す
る
と
、
二
万
四
五
○
○
レ
ア
ル
と
い
う
額
が
、

い
か
に
一
般
の
ブ
ラ
ジ
ル
国
民
の
現
実
か
ら
か
け

離
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
か
が
わ
か
る
。

広
大
な
国
土
の
中
の
陸
の
孤
島
ブ
ラ
ジ
リ
ア
に

政
治
機
能
が
集
約
さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
、
ブ
ラ
ジ

リ
ア
で
は
一
般
国
民
の
現
実
や
日
常
か
ら
隔
絶
さ

れ
た
特
権
階
級
社
会
が
構
築
さ
れ
て
き
た
と
い
え

る
。
簡
単
な
比
較
で
は
あ
る
が
、
ブ
ラ
ジ
ル
全
体

と
連
邦
区
で
平
均
月
額
所
得
お
よ
び
就
学
年
数
を

比
べ
る
と
、
両
者
の
間
に
は
明
白
な
差
が
存
在
し

て
い
る
（
表
２
）。
そ
し
て
、
ブ
ラ
ジ
リ
ア
の
特

権
階
級
の
人
々
の
社
会
的
経
済
的
な
常
識
が
、
一

般
国
民
の
そ
れ
と
乖
離
す
れ
ば
す
る
ほ
ど
、
政
治

や
政
治
家
に
対
す
る
国
民
の
不
信
感
は
増
幅
さ
れ

て
い
く
の
だ
と
い
え
よ
う
。

●
お
わ
り
に

政
府
の
強
力
な
国
家
開
発
主
義
に
よ
る
ブ
ラ
ジ

リ
ア
建
設
は
、
交
通
網
の
整
備
や
人
口
の
流
動
と

分
散
を
促
し
た
点
な
ど
に
お
い
て
、
当
初
の
目
的

で
あ
る
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
開
発
や
地
域
間
格
差
の
是

正
に
貢
献
し
た
と
評
価
で
き
よ
う
。
ま
た
、
そ
の

利
便
性
に
問
題
は
あ
る
が
、
現
在
、
ブ
ラ
ジ
リ
ア

は
ブ
ラ
ジ
ル
の
政
治
の
中
心
地
と
し
て
機
能
し
、

統
合
さ
れ
た
近
代
的
国
家
の
シ
ン
ボ
ル
的
役
割
を

果
た
し
て
い
る
こ
と
も
確
か
で
あ
る
。

し
か
し
そ
の
一
方
で
、
本
稿
で
指
摘
し
た
よ
う

に
、
ブ
ラ
ジ
リ
ア
内
部
に
お
け
る
中
心
部
と
衛
星

都
市
の
関
係
に
見
ら
れ
る
貧
困
や
格
差
、
そ
し
て
、

ブ
ラ
ジ
リ
ア
と
外
部
の
国
民
と
の
間
に
見
ら
れ
る

乖
離
や
格
差
な
ど
の
問
題
が
存
在
し
て
い
る
。
前

者
と
後
者
で
は
ブ
ラ
ジ
リ
ア
の
内
と
外
と
い
う
違

い
が
あ
る
も
の
の
、
両
者
と
も
に
、
近
代
性
を
強

調
し
て
計
画
的
に
造
ら
れ
た
新
首
都
ブ
ラ
ジ
リ
ア

で
も
、
結
局
は
格
差
の
激
し
い
ブ
ラ
ジ
ル
社
会
の

例
に
漏
れ
ず
、
一
部
の
特
権
階
級
が
政
治
や
権
力
、

特
に
一
国
の
そ
れ
ら
を
掌
握
し
て
し
ま
っ
て
い
る

と
い
う
問
題
に
収
斂
で
き
る
で
あ
ろ
う
。
今
後
の

ブ
ラ
ジ
リ
ア
、
ひ
い
て
は
ブ
ラ
ジ
ル
全
体
の
発
展

に
と
っ
て
、
こ
れ
ら
特
権
階
級
の
人
々
が
一
般
国

民
の
現
実
に
ど
れ
だ
け
向
き
合
い
、
そ
れ
を
十
分

に
認
識
し
た
上
で
効
力
あ
る
適
切
な
政
策
を
立
案
、

実
施
し
て
い
け
る
か
が
、
重
要
な
鍵
の
一
つ
だ
と

い
え
よ
う
。

（ 

こ
ん
た　

り
ょ
う
へ
い
／
ア
ジ
ア
経
済
研
究

所
地
域
研
究
セ
ン
タ
ー
）
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